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B区分で事業を
実施するに当たっての

工夫や実施体制

①本事業に対する取り組み姿勢

　子どものうちからさまざまな芸術に触れることは、人々が文化芸術を享受できる環境づくりに不
可欠 であり、あらゆる子どもたちに芸術体験を提供するために、学校という身近な場で体験が
できる本事業の意義は非常に大きい。 当団は「バレエと社会をつなぐ」ことをミッションに掲げて
おり、身近に芸術に触れる機会を子どもたちに提供するこの事業には、現在大きな喜びとやり
がいをもって全力で取り組んでいる。
　芸術鑑賞に加えて、「参加する」という部分が本事業の特徴である。参加することによって、子
どもたちの好奇心の扉を開くことができる。そのために、テクニックを指導してその難しさを体感
させるのではなく、子ども目線で「わかりやすく、おもしろい」内容であることを第一に考慮しなが
らプログラムを構成している。子どもたちの潜在能力を引き出し、芸術文化を親しみやすいもの
として捉えるきっかけとなるような場を提供できるよう努めている。
　本事業の「文化の担い手となる子供たちの発想力やコミュニケーション能力の育成を図る 」と
いう目的に対して、言葉を使わずに身体で表現するバレエは、論理的に理解することが求めら
れる授業科目とは違い、頭で理解するのではなく心で感じる経験を自然に生み出すことが可能
である。 SNS などのツールの発達を一因とするコミュニケーション能力の低下が指摘されている
昨今において、心で感じて理解しようとする体験は、子どもたちの想像力を刺激し、また言葉だ
けに頼らないコミュニケーションの幅と可能性に触れる機会にもなるだろう。子どもたちに歩み
寄った環境のなかで本格的な鑑賞体験を提供することによって、誰もが芸術に触れ、様々な感
じ方を経験する機会の創出が図られている。
　成長過程にある子どもたちの豊かな人間形成に寄与する事業を担うことの責任感を常に持ち
ながら今後も取り組んでいきたい。
　　※昨年度に当団が実施した3校におけるアンケートの分析結果（日本バレエ団連盟の調査
として実施）を参考資料として別添する。【リーフレット「バレエ鑑賞が子どもたちにもたらす心の
動き」】
　
②事業を効果的かつ円滑に実施するための工夫

　平成20年度以降の取り組みのなかで感じてきたことは、学校側にとって、あまり馴染みがある
とは言えないバレエ公演の実施は、わかりにくい点が多いということである。そのため、きめ細か
く丁寧な事前の説明と対応を心掛け、以下の点を工夫している。
　
 　最初は電話で直接対話をする。
学校の先生は授業の関係で電話に応対できる時間が限られているが、ファックス等の一方的な
連絡手段 は、特に初期段階においてはなるべく使わない。そのほうが、細かい疑問なども拾い
やすく誤解も生じない。
　 その後、事前に打合せが必要な内容を書面で送付し、ワークショップ、公演当日の流れに
ついては写真を付けてわかりやすく説明する。
「体育館におけるバレエ公演」「バレエのワークショップ」は先生方にとって、具体的なイメージを
持つことが難しい場合がほとんどである。ワークショップの内容や公演準備については、写真と
ともに丁寧に説明し、その上でワークショップに臨む。ワークショップ終了後、あらためて打合せ
をして最終確認を行う。学校側が公演準備や児童生徒の対応等に不安を感じないよう、相互理
解に努めている。
特殊な事情が生じる場合は、 柔軟に対応し適切な対策 を提案している。
　　　例)1. トラックの進入が不可能だったため、他校との共同開催を実施した。
　　　　　2．生徒数が多すぎるため当初学校側は 3～6年のみを対象に考えていたが、午前
　　　　　　　午後の2 回公演を提案し、全校生が鑑賞することができた。
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ⅰ) Ｂ区分に申請する理由

子どもの成長過程において本事業が果たす役割の重要性を深く認識し、また事業の趣旨・目的に強く
賛同しているため。 平成20年度から10年以上に渡って本事業に参加してきた経験を活かし、事業の
周知とさらなる活用推進に貢献したいと考え、申請する。

ⅱ) 複数年にわたり同じ地域で実施する上での工夫や，公演及びワークショップの質を向上 させるた
めの工夫

平成23年度から28年度までＢ区分として活動し、実施前調査を行うと同時に、すべての教育委員会を
訪問してきた。その結果、複数年だからこそ得られる成果がみられる。
　教育委員会の体制は地域によって異なる。熱心な担当者とは有意義な意見交換ができた。またそ
の良好な関係は翌年に引き継ぐことができている。
　実施前調査を行うことによって、より確実で効果的な結果を導くことができている。
　校長、教頭が地域内で異動後、再度この事業を申請（同様に弊団を希望）するケースが見られた。
　校長同士の交流による広まりがみられた。前年に実施した校長の勧めにより、翌年度同じ地域内の
他校による申請につながった。

この事業について、その有効性や意義が広く認知され理解を得るためには、その評判が口コミを通じ
て伝わることが一番確実なのではないか。そのためには教育委員会の指導主事、または校長などの立
場におられる方が、その地域の他学校の先生方に対して、同じスタンスから伝えていたくことが最良で
はないかと考える。我々としては、そのために学校や地域の事情を伺いながら丁寧に説明し、お互い
の意思疎通を図るとともに、理解を深めていただくことが重要である。
具体的に実施する点としては、各校長、教頭と意見交換をする時間を確保し、十分に理解し合えるよう
心掛ける。更に、教育委員会でも情報を収集し、教育側から求められるニーズを分析したうえで、バレ
エによる具体的な実施方法を芸術団体側から提案していきたいと考えている。

公演の質を向上させるための工夫
　本格的なバレエを鑑賞する部分は、後半の45分とする。授業と同じ長さを設定することにより、すべ
ての児童・生徒が無理なく鑑賞できている。
　前半は、後半の鑑賞部分をより楽しむためにその導入部とする。知識を理論として与えるのではな
く、見て聞いて身体で感じることでバレエをとらえられるように工夫している。決して技術や専門的なこと
を教えるのではなく、ひとつのコミュニケーションツールである身体表現として、バレエを紹介する。
　児童・生徒たちが楽しく挑戦する部分、プロのダンサーの動きを目の当たりにして、「すごい！」と感
じてもらえる部分、それらを適切な解説でつなぐことによって、魅力的な芸術として体験と鑑賞の両方を
味わうことができる。

ワークショップの質を向上させるための工夫
　「教える」というよりも、「一緒にやってみよう」という 立場で取り組んでいる。
 　誰にでもできる簡単な部分と、すこし挑戦する部分を使い分ける。各校の状況によってもその都度
判断する。ダンサーたちは常に子どもたちと一緒に身体を動かし、児童・生徒の自発的な行動を促
す。
　教師たちの知らない側面を引き出すことが可能である。その結果、子どもたちの隠れた能力を発見
し、彼らの自信につながっている。

そのほか、芸術によるエデュケーショナル・プログラムに関する講座やシンポジウム等には積極的に参
加して知識を吸収している。

ⅲ) Ｂ区分団体が行う業務について（「6．Ｂ区分の団体のみが行う業務について」参照）の具体的な実
施体制

 ①　実際の現場を把握する者が教育委員会を訪問し、これまでのワークショップや、公演における生
徒・児童の反応及び教師の感想等を含めて事業の説明をするともに、学校側の状況や意見なども聞き
情報交換に努める。
②　都道府県、政令指定都市と同様に実施する。
③　校長会等の機会を活用し、市内の全校長に対し本公演の視察を呼びかける。
④　学校や教育委員会の協力を仰ぎながら、地域の新聞社等のメディアに向けた広報活動について
も調査を行う。
⑤　合同開催は鑑賞機会の拡大を促すことから、すでに保育園、幼稚園等の受け入れや近隣地域へ
の呼びかけなど積極的に行っている。
⑥　他団体の視察はこれまでも積極的に受け入れている。
⑦　これまでに蓄積した経験や工夫は常に開示可能であり、事業の向上に貢献したいと考えている。
⑧　報告書作成に向けた事務局の体制は整っている。

【公演団体名 スターダンサーズ・バレエ団
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